
横浜市の環境政策と環境目標 

環境管理計画※ 施策・事業体系図 
※本市の環境施策の基本的考え方、長期的な目標、環境の保全と創造に関する施策の具体的な展開方向を示すもの。 

※1996 年策定、2004 年改訂。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

計画がめざす 

５つの都市環境像 

都市・生活型公害などの 

改善が進められ、新たな環境汚染が 

未然に防止されている都市 

１ 

公害（生活環境）対策 

の推進 

基 本 方 向 

２ 

自然環境の保全 

及び快適環境の創造 

３ 

少負荷型・ 

循環型都市の形成 

４ 

地球環境保全対策の推進

５ 

環境保全意識の向上 

及び自主活動の促進 

①大気環境の保全 

②水環境の保全 

③地盤環境の保全 

④有害化学物質対策の推進 

⑤騒音、振動対策の推進 

自然とふれあえる 

うるおいとやすらぎのある都市 

環境への負荷の少ない都市構造や 

循環型の社会システムが 

形成されている都市 

地球規模の環境問題に対し、 

地域からの取組が 

進められている都市 

環境の保全と創造の 

意識が高く、積極的な 

活動がなされている都市 

①緑と水にふれあえる街づくりの推進 

②生物生息空間の保全・創造 

③良好な都市景観の保全・創造 

①少負荷型の都市づくりの推進 

②産業廃棄物の発生抑制、資源化、減量化、適正処理の推進

③一般廃棄物の減量化・資源化、適正処理の推進 

④建設発生土対策の推進 

⑤エネルギーの効率的利用の推進（地球温暖化対策に掲載）

①地球温暖化対策の推進 

②オゾン層保護対策の推進 

③その他地球環境保全対策の推進 

④環境分野における国際的連携の推進 

①環境教育・環境学習の推進 

②市民・事業者の環境保全活動の促進 

③市の環境保全行動の展開 

基 本 施 策 

主な環境目標 

ごみ（2001 年度が基準） 

 2010 年度のごみ量を 30％減 

【横浜Ｇ30 プラン】

 

 2010 年度のごみ量を 35％減 

【横浜市中期計画】

 

温室効果ガス（2004 年度が基準） 

・市民一人当たり排出量を 2025 年度

までに 30％減 

・再生可能エネルギー導入量を 2025

年度までに 10 倍化 

【横浜市脱温暖化行動方針（CO-DO30）】

目標の早期達成により上方修正 


